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オリエンテーションの目的

①山梨県人材育成ビジョンについて

②相談支援従事者に求められるもの

③サービス管理責任者、児童発達支援管理
責任者の役割とミッションについて

④今研修の流れ

②



✎ワーク① 今までの自分を振り返って

①これまで経験してきたこと（職務・関わった支援など）

②支援者として自信を持っていること、得意なことは何？

③不安に感じること、苦手なことは何か？



①山梨県人材育成ビジョンについて



＜はじめに＞
∇障害福祉従事者は、障害当事者のニーズに寄り
添い、自己実現を達成するため、支援に従事して
います。職務を通して育成される 「人材」は事
業所だけでなく県や地域にとっても貴重な「人
財」となります。山梨県における人材育成ビ
ジョンは、専門性の高い技術の取得と質の向上を
目的とした研修の実施や連携/サポート体制を充
実させ、次世代につなげることを目指します。

∇具体的な内容
①効果的で合理的なスキルアップやブラッシュ
アップ研修の在り方（地域単位でも行える研修
※基礎、実践、課題別）を地域の人材と検討し、
実施体制を確立していきます。
②専門職が一人配置でもスーパーバイズが受けら
れる環境づくりを（サポートしながら育成できる
仕組み）を進めます。
③地域の中核となる経験豊富な従事者の養成（主
任相談支援専門員の配置）を行っていきます。
④やまなし障害児・障害者プランと連動し、県協
議会で人材育成ビジョンの評価検討を行います。
※ここでいう障害福祉従事者とは、相談支援専門員やサービス管理責任者、
児童発達支援管理責任者をはじめとする障害福祉関係事業に携わっている
支援者等を指しています。



・自己コントロール
・分野横断的な対応
（ネットワーキング）
・地域の作りのリーダー
・ストレングス、アプローチ
・事例検討、スーパービジョ

ンの実施
研修企画や演習講師

・チームでの協働力
・意思決定の支援・権利擁護

・地域の社会資源の情報収集と共有
・チームアプローチ、多職種連携

・コミュニティーワーク
・コミュニケーション技術・生活のしづらさの理解

・制度や福祉サービスの知識
・エンパワメントに着目した支援
・ケアマネージメントプロセスの理解
・ニーズの理解と支援を見立てる力

・アセスメント力 ・プライバシーの保護
・主体性の尊重・中立、公平性の保持・想いを理解し受け止める

レベルに応じた障害
福祉従事者像

初任者レベル

現任者レベル

指導者レベル

知 識

価 値

実 践

技 術
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スキルアップ研修 相談初任者研修

サビ管基礎・実践研修

現任者研修

サビ管更新

主任相談支援専門員研修

山梨県人材育成に係る現行の研修体系

障害福祉従事者スキルアップ
研修

・従事者の基本姿勢やソー
シャルワークの視点を学び支
援のスキルアップを図る。

相談支援・サービス管理責任者ができる人材 地域の中核となる人材事業所で支援ができる人材

法定研修

法定研修

任意研修
地域の中核となる人材の育成
・困難事例等の事例検討による
相談支援専門員の質の向上
・初任者研修に必要なファシリ
テーターの人材育成
・身近な圏域内の相談支援専

    門員の連携・強化
・地域福祉のリーダー的な関わり
（分野横断的な対応）

相談支援専門員のレベルアップ
（資格更新)
・地域づくりの視点がもてる
・自立支援協議会を理解し活用できる

サービス管理責任者、児童発達支援管理者
のレベルアップ
・本人中心の個別支援計画作成
・日頃の業務の振り返りによるスキルアップ

相談支援専門員養成

・相談支援に従事する方の資質の向上
・サービス等利用計画作成についての理解
サービス管理責任者、児童発達支援管理者養成
・利用者の個別支援計画の策定・評価
・サービス提供のプロセス全体を管理

法定研修

専門コース別研修①

専門コース別研修①②（相談・サビ児管）
①初任、基礎研修のフォローアップ
②現任に求められる専門性の強化
・分野別の理解、専門的視点や対応力の
強化、ファシリテート力の向上等を図る

演習指導の実践 研修講師、企画
演習指導の実践

専門コース別研修②

事業所・地域のOJT 7



①山梨県の人材育成イメージ図

県主催
研修

地域自立支援協議会
圏域支援検討会議等

市町村福祉課
基幹相談支援センター
委託相談支援事業所
圏域マネージャー

人材
育成

山
梨
県

地域主催研修・事例検討など

相談支援、障害福祉
サービスの質の向上

関係機関の連携強化

地域課題の協議

ＯＪＴによる人材育成
ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｽﾞ、研修企画
ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝの発揮

企画
運営

県内の市町村
圏域

山梨県障害者自立支援協議会

研修の企画、
講師、ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰとしての

実践経験

障
害
者
虐
待
防
止
・

権
利
擁
護
研
修

指
定
委
託
先
・
企
画
運
営

基幹センター等の
スタッフとともに

地域ごとの人材育成
体系を構築

地域に応じた人材育成ができるよ

う循環型のシステムを作ります。

サ
ビ
管
・
児
発
管
研
修

事
業
委
託
・
企
画
運
営

専
門
コ
ー
ス
別
研
修

事
業
委
託
・
企
画
運
営

強
度
行
動
障
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支
援
者
養
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・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

指
定
委
託
・
企
画
運
営

研修企画・実施協力(委託）機関

山梨県障害者福祉協会 ・ 山梨県知的障害者支援協会
山梨県社会福祉士会 ・ 山梨県精神保健福祉士協会
相談支援ネットワークやまなし ・ ピアサポーター委託事業所
山梨県身体障害者施設協議会 ・ 山梨県社会就労センター協議会
山梨県精神障がい者地域生活支援ネットワーク 等

2019年1月～の体制図

人材育成の活動経験を地域の
人材育成にフィードバック

受講

Off-ＪＴによる人材育成
法定研修、専門別研修
ﾌｧｼﾘ養成研修の実施

専門種別・職能団体

相談支援事業所
障害福祉サービス事業所

研修検討ワーキング
【内容】県研修の実施体制の
検討
【ﾒﾝﾊﾞｰ】研修実施協力機関、
県内の各専門団体代表者
協議内容に応じてﾒﾝﾊﾞｰを
選定（+県の事務局担当者）

研修企画チーム
【内容】各研修の企画、運営
【ﾒﾝﾊﾞｰ】相談支援・人材育成部会代表、研修委託・
指定先、協力団体、各地域から推薦された講師候
補者を中心に構成。 ＊国研修への参画

部会委員（=講師・ファシリ候補者）推薦

【内容】県研修の体制の検討
コーディネート。人材育成ビ
ジョンの伝達・評価
【ﾒﾝﾊﾞｰ】県協議会の委員、
協議内容に応じてﾒﾝﾊﾞｰを
選定（+県の事務局担当者）

相談支援・人材育成部会

障
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者
ピ
ア
サ
ポ
ー
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研
修

事
業
委
託
・
企
画
運
営

相
談
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修

事
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託
・
企
画
運
営

そ
の
他
・
加
算
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応
等
研
修

事
業
指
定
・
委
託
・
企
画
運
営
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②相談支援従事者に求められるもの



①相談支援従事者に求められるもの相談 支援専門員、サービス管理責任者、児童発達支援管理責任者の役割とミッションについて

①そもそも相談支援従事者研修とは・・・

相談支援業務の向上を目的とした研修
受けることで相談支援従事者

・相談支援専門員
・サービス管理責任者
・児童発達支援管理責任者の資格を取得できる

地域の障がい者などの意向に基づく地域生活を実
現するために必要である、福祉支援、医療、就労、
教育、保険など様々なサービスの総合的かつ適切
な利用支援等の知識・援助技術を習得することを
目的とする。



➂



④





③サービス管理責任者、
児童発達支援管理責任者
の役割とミッションについて



はじめに
サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者（以
下、「サビ児管」という）は、障害者総合支援法・
児童福祉法に基づき、各事業所ごとに配置が義務付
けられている資格者であり、主に当該サービス・支
援における個別支援計画の作成をはじめとしたプロ
セス管理の責任者です。障害者自立支援法の施行
（2006年）に伴いサービス管理責任者が位置づけ
られ、その後児童福祉法改正（2012年）によって
児童発達支援管理責任者が位置づけられました。こ
れまでの経験と勘に頼った支援から脱却し、支援の
PDCAサイクルを回すとともに、そこから波及する
支援現場での人材育成や地域へ視野を広げることが
期待されています。

引用 和洋女子大学 高木憲司



➄







✎ワーク② 理想のサビ管・児発管とは

①サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者として、

どんな役割を果たしたいか？どんな支援をしたいか？

②利用者にとって「信頼される相談支援従事者」とはどんな

存在か？



④研修の流れ







研修チームより基礎研修を受講する皆さんへ

この研修は単なる知識・資格の習得ではなく、あなた自身
の支援者としての成長の場です。今回の学びを通じて、「な
ぜこの研修が必要なのか」「自分はどのように支援の質を向
上させるのか」を考えてみてください。
４日目からは、具体的なケースを通して知識を実践に落とし
込む機会があります。ぜひ主体的に参加し、研修終了後も
「学び続ける姿勢」を大切にしてください。
支援の現場では、１人の力だけでできることには限りがあ

ります。だからこそ、この研修を仲間作りのファーストス
テップとし、支え合える関係を築いていきましょう。お互い
に学び合い、情報を共有し、困難な場面でも協力できるネッ
トワークを広げることが、より良い支援につながります。

この研修の学びが、あなたの未来の支援にどう活きるのか
——ぜひ考えながら、仲間とともに研修に臨んでください



✎ワーク③ “理想の姿”を言語化する

①今の自分と「理想の自分」の違いは？（相談支援従事者と

して）

②その違いを埋めるために、研修で何を重点的に学ぶべき

か？

研修を受ける上で、自分なりの目的を明確にしましょう！
達成できるよう、研修チームも精一杯お手伝いします
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